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地方中小規模大学・短大を支援する教育拠点のビジョン 
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18歳人口の減少に伴い大学の学生確保は一層難しくなり、早晩少なからずの大学が閉学を余儀な
くされることが予想されている。現時点においても定員が充足できていない大学・短期大学（私立大





































山形大学高等教育研究年報 第 12号 2018年 3月 










































山形大学高等教育研究年報 第 12号 2018年 3月 
 









































山形大学高等教育研究年報 第 12号 2018年 3月 










































山形大学高等教育研究年報 第 12号 2018年 3月 
 
 - 17 - 
注４ 日本の様々な大学で展開されているアクティブラーニングの取組は、小田隆治・杉原真晃編著
『学生主体型授業の冒険』2010、『学生主体型授業の冒険2』2012、小田隆治編著『大学にお
けるアクティブ・ラーニングの現在』2016（3冊ともナカニシヤ出版から刊行）の書籍で読む
ことができる。 
注５ 「エリアキャンパスもがみ」の設立経緯については、小田隆治著『大学職員の力を引き出すス
タッフ・ディベロップメント』2010、ナカニシヤ出版を参照のこと。「エリアキャンパスもが
み」の活動については、Webサイト（http://www.yamagata-u.ac.jp/gakumu/yam/、2018年3月
21日現在）を参照のこと。 
注６ 「フィールド・ラーニング」については、小田隆治・呉屋淳子・橋爪孝夫著「フィールドラー
ニングは教養教育の新しい教育方法である」山形大学高等教育研究年報8，38－43、2016を参
照のこと。「フィールドワーク：共生の森もがみ」については、小田隆治・杉原真晃・酒井俊
典著「地域の人たちと交流する現地体験宿泊型授業―山形大学「エリアキャンパスもがみ」の
試み」第60回東北・北海道地区大学一般教育研究会 研究収録：75～78頁、2011を参照のこと。 
注７ 取組「東日本広域の大学間連携による教育の質保証・向上システムの構築」通称「“つばさ”
プロジェクト」はWebサイト（http://www.yamagata-u.ac.jp/gp/tsubasa-p2012/、2018年3月
21日現在）を参照のこと。「大地連携ワークショップ」については、2013年以降毎年年度末に
発行している『 “つばさ”プロジェクト報告書』を参照のこと。 
